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福祉タイムズ

　大好きな祖母と過ごした思い出をきっかけに、この春、熊谷真

由美さんは特別養護老人ホームレストフルヴィレッジ（足柄上郡松

田町）への転職を決めた。体力はもちろん、細かな気配りを必要と

する仕事に慣れず戸惑うことも多いが「利用者さんから元気をもら

える」と熊谷さん。その眼差しは頼もしく、「頑張ればできるように

なることがたくさんある。頑張ることで利用者さんに伝わること

もある」との言葉に背筋の伸びる思いがした。【関連記事12面】

初めての介護の仕事

http://www.knsyk.jp

編集・発行　　社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会

vol. 738

02　特集　 「生活のしづらさ」全体を受け止める権利擁
護ネットワークの形成に向けて

04　
　　・介護職員の意欲を支えるキャリアパス
　　・急がれる学童保育の拡充　ほか
06　私のおすすめ
　　障害者が経験した東日本大震災の記憶
07　福祉最前線　横浜弁護士会 子どもの権利委員会
08　連載　いま、そこにある貧困の現実（第２回）
10　県社協のひろば
　　・社協の組織一体となったコミュニティワーク
　　・平成25年度福祉従事者研修のご案内
12　かながわ 情報
　　 特別養護老人ホーム レストフルヴィレッジ



第738号　福祉タイムズ　2013.5.15
2

に
「
適
当
な
後
見
人
の
候
補
者
が
見
つ
か

ら
な
い
」
と
い
う
課
題
が
大
き
く
表
れ
た

こ
と
も
見
過
ご
せ
ま
せ
ん
。
障
害
の
あ
る

方
の
成
年
後
見
制
度
の
利
用
支
援
は
、
各

地
域
で
協
議
を
深
め
た
い
課
題
で
す
。

重
層
的
・
柔
軟
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
礎

と
な
る「
ケ
ー
ス
会
議
や
事
例
検
討
会
等
」

　
平
成
19
年
度
に
行
っ
た
前
回
調
査
の
結

果
と
比
較
す
る
と
、
組
織
内
部
や
複
数
機

関
合
同
の
事
例
検
討
会
等
は
い
ず
れ
も

「
実
施
・
参
加
し
て
い
る
」
と
い
う
回
答

が
伸
び
ま
し
た
が
、「
助
言
者
の
確
保
が

困
難
」
と
い
う
課
題
が
前
回
と
同
様
、
約

３
割
か
ら
挙
げ
ら
れ
、
未
だ
解
消
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
複
数
機
関
に
よ
る
合
同
で
の
事

「
権
利
擁
護
に
関
わ
る
事
例
」と

高
齢
・
障
害
分
野
の
課
題
の
違
い

　
「
権
利
擁
護
に
関
わ
る
事
例
」
の
対
応

状
況
を
分
野
別
で
見
る
と
【
表
】、
高
齢

分
野
で
は「
虐
待
及
び
そ
の
疑
い
が
あ
る
」

「
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
や
成
年
後
見

制
度
の
利
用
が
必
要
」
が
上
位
に
、
障
害

分
野
で
は
「
複
合
ニ
ー
ズ
の
あ
る
多
問
題

世
帯
」「
経
済
的
困
窮
が
あ
る
」
が
上
位

に
な
り
、
分
野
に
よ
っ
て
主
な
対
応
内
容

の
違
い
が
表
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
違
い
に
つ
い
て
は
詳
細
な
分
析
が

必
要
で
す
が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
比
べ
て

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
供
給
量
が
少
な

く
、
家
族
が
高
齢
化
し
て
も
家
族
中
心
の

介
護
と
な
り
が
ち
な
こ
と
や
、
就
労
等
が

困
難
で
生
計
が
不
安
定
に
な
り
や
す
い
と

い
っ
た
、
障
害
の
あ
る
人
を
取
り
巻
く
社

会
的
な
環
境
の
課
題
の
一
端
が
垣
間
見
え

ま
す
。

　
「
虐
待
及
び
そ
の
疑
い
が
あ
る
」
事
例

の
対
応
に
つ
い
て
は
、関
係
機
関
間
で「
虐

待
の
と
ら
え
方
、
認
識
が
一
致
し
な
い
」

と
い
う
回
答
が
多
く
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

虐
待
対
応
で
は
特
に
、
関
係
機
関
間
で
支

援
方
針
を
統
一
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠

で
す
が
、虐
待
と
み
な
す
判
断
の
難
し
さ
、

虐
待
の
疑
い
の
あ
る
家
族
等
へ
の
関
わ
り

の
難
し
さ
な
ど
に
加
え
、
最
も
大
事
な
本

人
の
意
向
の
把
握
が
難
し
い
場
合
も
多

く
、
連
携
の
困
難
さ
が
浮
か
び
上
が
り
ま

し
た
。

　
成
年
後
見
制
度
に
関
し
て
は
、
本
人
等

に
制
度
利
用
の
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
が

得
ら
れ
な
い
場
合
に
「
医
療
や
司
法
等
の

専
門
機
関
・
専
門
職
か
ら
助
言
等
を
受
け

ら
れ
る
仕
組
み
」
を
求
め
る
意
見
が
多
く

挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
身
近
な
地
域
で
法
律

家
に
よ
る
実
務
へ
の
助
言
体
制
の
確
立
を

期
待
す
る
声
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
高
齢
分
野
に
比
べ
て
障
害
分
野

特
集

「
生
活
の
し
づ
ら
さ
」
全
体
を
受
け
止
め
る

　
　
権
利
擁
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
向
け
て

―「
地
域
相
談
支
援
機
関
の『
権
利
擁
護
に
関
わ
る
事
例
』ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
等
状
況
調
査
」結
果

　
本
会
「
か
な
が
わ
権
利
擁
護
相
談
セ
ン
タ
ー
（
愛
称
：
あ
し
す
と
）」
で
は
、
県
内
の
高
齢
者
・
障
害
者
の
権
利
擁
護
相
談

支
援
体
制
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
平
成
24
年
度
に
「
地
域
相
談
支
援
機
関
の
『
権
利
擁
護
に
関

わ
る
事
例
』
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
等
状
況
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
調
査
結
果
か
ら
見
え
て
き
た
現
状
と
課
題
か
ら
、
地

域
で
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
を
支
え
る
権
利
擁
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

権利擁護に関わる事例の対応実績件数（平成23年度　総件数8,686件）
高齢分野 障害分野

件数 割合 件数 割合
虐待及びその疑いがある 2,086 30.4％ 212 11.7％
経済的困窮がある 970 14.1％ 474 26.1％
消費者被害や債務問題がある 392 5.7％ 63 3.4％
日常生活自立支援事業や
成年後見制度の利用が必要 2,085 30.4％ 374 20.6％

複合ニーズのある多問題世帯 1,336 19.4％ 694 38.2％
総数 6,869 100％ 1,817 100％
（回答数：高齢分野169か所、障害分野：95か所　計264か所）
※ 本会ホームページ（http://www.knsyk.jp）に、本報告書を掲載し
ています

地域相談支援機関の「権利擁護に関わる事例」ネットワーク形成等状況調査
<目的> 高齢・障害分野の地域相談支援機関における「権利擁護に関わる事例」（※）

への対応・検討状況、関係機関とのネットワーク形成の現状と課題を把握する
※ 平成19年度に実施した前回調査時、「権利擁護に関わる事例」の共通認識がなく回答基準が
異なっていたことから、今回は次の５つに定義をして調査を実施しました

<対象> 県内の市区町村行政機関、地域包括支援センター、在宅介護支援センター、障
害者相談支援事業所（計656カ所）

<回答状況>  回答数310、回収率47.3％

高齢や障害により
　・虐待及びその疑いがある（セルフネグレクトを含む）
　・経済的困窮（無年金や生活保護）がある
　・消費者被害（悪質業者による詐欺など）や債務問題（サラ金などの借金）がある
　・日常生活自立支援事業や成年後見制度の利用が必要
　・複合ニーズのある多問題世帯（高齢者・障害者など）

平成24年度共同募金配分金事業



3
第738号　福祉タイムズ　2013.5.15

例
検
討
会
等
が
増
え
て
い
る
一
方
、
課
題

と
し
て
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
確
立
さ
れ
て

い
な
い
」「
福
祉
以
外
の
専
門
職
（
司
法

や
医
療
な
ど
）の
参
加
が
得
ら
れ
に
く
い
」

と
い
う
回
答
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
は
、

集
ま
る
場
や
機
会
は
あ
る
も
の
の
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
支
援
効
果
の
実
感
が

伴
っ
て
い
な
い
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。

　
一
事
例
に
お
け
る
専
門
職
連
携
か
ら
、

地
域
全
体
で
の
複
数
機
関
連
携
ま
で
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
重
層
的
に
組
ま
れ
、
さ

ら
に
事
例
ご
と
に
必
要
な
専
門
機
関
等
が

参
加
す
る
柔
軟
性
が
あ
る
こ
と
で
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
よ
り
そ
の
効
果
を
発
揮
し
ま

す
。
各
地
域
で
既
存
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
等
の
見
直
し
が
望
ま
れ
ま
す
。

事
後
対
応
か
ら「
事
前
対
応
」へ

支
援
現
場
か
ら
み
る
新
た
な
課
題

　
今
後
、
特
に
重
点
的
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
事
項
と
し
て
は
、
高
齢
・
障
害
等

の
「
分
野
を
横
断
す
る
相
談
支
援
体
制
の

確
立
」
が
最
も
多
く
、「
専
門
機
関
等
と

住
民
福
祉
活
動
と
の
連
携
」
が
続
き
ま
し

た
。【
グ
ラ
フ
】

　
専
門
機
関
と
住
民
福
祉
活
動
と
の
連
携

や
、
本
人
等
の
問
題
解
決
力
を
高
め
る
エ

ン
パ
ワ
メ
ン
ト
支
援
を
重
視
す
る
傾
向

は
、
問
題
発
生
後
の
事
後
対
応
か
ら
、
発

生
前
の
「
事
前（
早
期
）対
応
」
へ
の
意
識

の
転
換
の
表
れ
と
読
み
取
れ
ま
す
。
権
利

侵
害
の
状
態
に
陥
ら
せ
な
い
・
深
刻
化
さ

せ
な
い
た
め
に
は
、
日
常
で
の
小
さ
な
変

化
に
も
気
づ
け
る
よ
う
、
地
域
ぐ
る
み
で

の
見
守
り
等
の
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　
さ
ら
に
自
由
回
答
で
寄
せ
ら
れ
た
「
親

の
年
金
で
暮
ら
す
未
就
労
の
子
」
や
「
障

害
者
手
帳
の
取
得
が
難
し
い
方
」
へ
の
か

か
わ
り
に
つ
い
て
は
、
厚
労
省
の
進
め
る

生
活
困
窮
者
支
援
に
お
い
て
新
た
な
課
題

と
し
て
焦
点
化
さ
れ
た
「
社
会
的
孤
立
の

状
態
に
あ
る
人
々
」
の
顕
在
化
が
う
か
が

え
ま
す
。
こ
う
し
た
新
た
な
ニ
ー
ズ
へ
の

支
援
体
制
の
構
築
も
急
が
れ
ま
す
。

「
地
域
を
基
盤
と
し
た
権
利
擁
護
の
視
点

に
立
っ
た
総
合
相
談
」の
推
進
に
向
け
て

　
新
た
な
課
題
が
顕
在
化
す
る
一
方
、
地

域
相
談
支
援
機
関
で
は
、「
業
務
量
が
多

く
時
間
が
取
れ
な
い
」「
職
員
の
専
門
性

の
不
足
」「
職
員
数
の
不
足
」
等
の
課
題

を
抱
え
、
職
員
も
本
人
・
家
族
等
の
間
で

の
調
整
に
苦
慮
し
、
専
門
性
の
不
足
に
悩

み
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
で

き
ま
し
た
。

　
現
在
、
相
談
支
援
事
業
は
関
係
法
に
基

づ
く
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
調
整
を
中
心
に
想

定
し
て
制
度
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
人

等
か
ら
は
地
域
で
の「
生
活
の
し
づ
ら
さ
」

全
体
を
受
け
止
め
る
機
能
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
相
談
支
援
の
実
践
で
は
、
制
度

や
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
か
ら
こ
ぼ
れ
る
「
狭

間
の
問
題
へ
の
支
援
」
や
、
問
題
発
生
前

に
対
応
す
る
「
予
防
的
な
支
援
」
等
に
も

深
く
関
わ
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
場
面
も

多
く
あ
り
ま
す
。
権
利
侵
害
か
ら
の
救
済

対
応
に
と
ど
ま
ら
ず
、
本
人
ら
し
く
生
き

る
こ
と
を
支
え
る
と
い
う
「
積
極
的
な
権

利
擁
護
」
の
視
点
に
立
ち
、
相
談
支
援
に

特
化
で
き
る
職
務
環
境
の
早
急
な
整
備
が

強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
結
果
か
ら
み
え
る
相
談
支

援
現
場
の
課
題
を
も
と
に
、
各
地
域
で
権

利
擁
護
相
談
支
援
の
充
実
・
強
化
に
向
け

た
議
論
を
深
め
、「
総
合
相
談
」
や
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
な
ど
の
仕
組
み

づ
く
り
に
お
い
て
、
専
任
職
員
の
配
置
等

の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

 （
か
な
が
わ
権
利
擁
護
相
談
セ
ン
タ
ー
）

　障害者虐待防止法に基づく「秦野市障害者権利擁護セ
ンター ライツはだの」（秦野市から受託）に寄せられる相
談事例は、さまざまな生活課題を抱えており、その支援に
は分野を超えた専門職との連携が求められます。そこで、
平成24年度から法人自主事業として、「あしすと」との
協働実践により、専門職・地域住民・行政関係者などで「ラ
イツはだのネットワーク委員会」を立ち上げました。
　委員会が主催した「高齢・障害分野合同の事例検討会」
では、多くの専門職の参加があり、つながりの大切さにつ
いて大きな反響がありました。この取り組みで実感した
のは、同じ市内の事業所であっても、分野が違えば、実は
互いをよく知らないということです。事例の積み重ねを
通して、互いの事業所の機能を確認することで、「支援の
礎」が地域の中に築かれていくように感じます。また、地
域生活を支えるためには、専門職と地域住民との協働も
不可欠です。今後ともさまざまなチャンネルを通して、市
内の専門職同士、専門職と地域住民との出会いとつなが
りづくりを進めたいと思います。

秦野市障害者権利擁護センター
「ライツはだの」
マネージャー　　千葉　高史
分野を超えて
地域で協働、地域で展開

グラフ：今後、相談支援を展開するに当たり、
特に重点的に取り組む必要がある事項（複数回答）

0 20 40 60

本人等のエンパワメント支援

市区町村独自のサービス開発・充実

司法、医療等からの助言体制

権利擁護の専門機関の設置

専門機関等と住民福祉活動との連携

分野を横断する相談支援体制の確立

（％）
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「
利
用
者
に
対
す
る
質
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
提
供
と
、
介
護
人
材
の
確
保
と
い

う
２
つ
の
目
的
を
両
立
さ
せ
て
い
く
観

点
か
ら
、
介
護
職
員
に
占
め
る
介
護
福

祉
士
の
割
合
を
、
当
面
５
割
以
上
を
目

安
と
す
る
」

　
厚
労
省
の
「
今
後
の
介
護
人
材
養
成

の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」（
座
長：

駒
村
康
平
慶
應
義
塾
大
学
教
授
）
は
、

介
護
福
祉
士
養
成
の
方
向
性
と
介
護
人

材
の
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
に
関
す
る

報
告
書
を
、
平
成
23
年
１
月
に
ま
と
め

ま
し
た
。

　
社
会
保
障
国
民
会
議
が
平
成
20
年
に

行
っ
た
推
計
に
よ
る
と
、い
わ
ゆ
る「
団

塊
の
世
代
」
が
全
員
75
歳
以
上
に
な
る

十
数
年
後
に
は
、
２
０
０
万
人
以
上
の

介
護
職
員
が
必
要
に
な
る
と
試
算
さ
れ

て
い
ま
す
。
介
護
保
険
事
業
に
従
事
す

る
介
護
福
祉
士
の
推
移
を
見
る
と
、
近

年
、
毎
年
４
〜
５
万
人
程
度
増
加
し
、

介
護
福
祉
士
登
録
者
数
で
は
、
毎
年
の

増
加
数
は
８
〜
９
万
人
に
上
っ
て
い
ま

す
。
介
護
職
員
の
介
護
福
祉
士
割
合
の

高
ま
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
労
働
力

人
口
そ
の
も
の
が
減
少
し
て
い
る
日
本

社
会
に
お
い
て
、
介
護
人
材
の
量
的
確

保
の
課
題
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
が
続
く
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
検
討
会
の
報
告
書
で
は
「
養
成
施
設

を
卒
業
し
た
若
年
層
に
限
ら
ず
、
潜
在

有
資
格
者
・
子
育
て
が
一
段
落
し
た
主

婦
層
・
他
産
業
か
ら
介
護
職
へ
の
転
職

を
目
指
す
人
々
・
社
会
貢
献
に
関
心
の

あ
る
定
年
退
職
者
等
に
も
焦
点
を
当
て

る
こ
と
」「
介
護
職
の
間
口
は
広
く
し

て
お
く
一
方
で
、
段
階
的
な
技
能
形
成

と
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
可
能
に
す
る
こ

と
」
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
目
安
と
し

た
介
護
福
祉
士
割
合
を
見
据
え
つ
つ
、

介
護
人
材
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
整
理
し

て
い
ま
す
。【
関
連
記
事
12
面
】

　
そ
し
て
本
年
４
月
、
報
告
書
の
提
言

を
受
け
て
、
介
護
職
員
の
養
成
体
系
が

見
直
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
見
直
し
の

ポ
イ
ン
ト
は
、
こ
れ
ま
で
混
在
し
て
い

た
研
修
や
資
格
を
、「
初
任
者
研
修
修

了
者
」「
介
護
福
祉
士
」「
認
定
介
護
福

祉
士
（
仮
称
）」
と
い
う
段
階
的
な
ス

テ
ッ
プ【
下
図
】に
整
理
し
た
こ
と
で
す
。

　
従
前
は
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
念
頭
に

置
い
た
「
訪
問
介
護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
）
養
成
研
修
」
の
１
級
・
２
級
修

了
者
、
在
宅
・
施
設
を
問
わ
な
い
知
識

や
技
術
の
習
得
を
図
る
「
介
護
職
員
基

礎
研
修
」
修
了
者
、
介
護
福
祉
士
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
十
分

に
連
動
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
課
題

で
し
た
。

　
新
た
な
仕
組
み
で
は
、
介
護
職
員
基

礎
研
修
と
訪
問
介
護
員
１
級
研
修
を
、

介
護
福
祉
士
の
受
験
要
件
の
一
つ
で
あ

る
「
実
務
者
研
修
」
に
一
本
化
し
、
訪

問
介
護
員
２
級
研
修
を「
初
任
者
研
修
」

と
し
て
位
置
づ
け
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

の
流
れ
を
分
か
り
や
す
く
整
理
し
て
い

ま
す
。

　

介
護
福
祉
士
に
よ
る
た
ん
吸
引
な

ど
、
介
護
現
場
を
取
り
巻
く
環
境
が
急

速
に
変
化
し
て
い
る
中
、「
介
護
の
世

界
で
生
涯
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
展
望
を
持
て
る
よ
う
に
」
と
、

現
場
職
員
の
働
く
意
欲
を
支
え
る
仕
組

み
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

介
護
職
員
の
意
欲
を
支
え
る

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
―
新
た
な
介
護

人
材
養
成
体
系
が
ス
タ
ー
ト

広げよう 地域に根ざした 思いやり
ー５月12日～18日は「民生委員・児童委員の日 活動強化週間」ですー

■ 民生委員は、民生委員法に基づき、厚労大臣から委嘱された非常勤の地方公務員で、児童福
祉法に定める児童委員を兼ねています。全国で約23万人の民生委員・児童委員が、ボランティ
アとして、誰もが安心して生活できる地域づくりのために日々活動しています。

■ 毎年５月12日は、「民生委員・児童委員の日」です。これは民生委員制度の始まりとなった、
岡山県の「済世顧問制度」の設置規程が大正６年５月12日に公布されたことに由来するもの
で、活動強化週間には、全国の民生委員・児童委員がＰＲ活動を行っています。

（写真：「第40回相模原市民桜まつり」（４/６～７）の街頭キャンペーン。相模原市民生委員児童委員
協議会では、パネル展示やＤＶＤ放映、オリジナルのせんべい配布等を行いました）

今後の介護人材キャリアパスのイメージ
（厚労省報告書より本会作成）

認定介護福祉士
（仮称）

初任者研修修了者
（ホームヘルパー２級研修相当）

介護福祉士
（養成校ルート）

（実務者研修）
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全
国
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
が
、
５

年
ぶ
り
に
実
施
し
た
「
学
童
保
育
実
施

状
況
調
査
（
平
成
24
年
５
月
）」
の
最

終
報
告
書
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
学
童
保
育
は
、
共
働
き
や
ひ
と
り
親

家
庭
等
の
子
ど
も
た
ち
が
小
学
校
か
ら

帰
っ
た
後
の
放
課
後
や
、
学
校
が
休
み

の
日
を
過
ご
す
場
と
し
て
、
児
童
福
祉

法
上
の「
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
」

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。「
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
」
と
も
呼
ば
れ
、
地
域

の
運
営
委
員
会
や
保
護
者
会
、
社
会
福

祉
法
人
な
ど
、運
営
主
体
は
多
様
で
す
。

　
調
査
で
は
、
学
童
保
育
の
あ
る
自
治

体
と
個
別
学
童
保
育
を
対
象
に
、
職
員

体
制
や
施
設
環
境
等
の
状
況
を
把
握
し

た
と
こ
ろ
、
運
営
上
の
課
題
が
浮
き
彫

り
と
な
る
結
果
が
表
れ
ま
し
た
。（
回

収
率
：
自
治
体
86
・
９
％
、
個
別
学
童

保
育
68
・
５
％
）

　
「
子
ど
も
の
通
え
る
範
囲
に
学
童
保

育
が
な
い
小
学
校
区
（
未
設
置
区
）」

は
３
８
５
５
校
区
。
小
学
校
数
と
学
童

保
育
数
を
比
較
し
た
「
設
置
率
」
が
１

０
０
％
を
割
り
込
む
自
治
体
は
４
割
に

上
り
ま
す
。
ま
た
市
町
村
の
施
策
を
見

る
と
、
６
割
の
自
治
体
で
は
学
童
保
育

の
運
営
基
準
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
未
整

備
で
あ
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　
昨
年
８
月
に
成
立
し
た
「
子
ど
も
・

子
育
て
関
連
３
法
」
で
は
、
対
象
児
童

を
小
学
６
年
生
ま
で
引
き
上
げ
る
こ

と
、
国
・
市
町
村
に
よ
る
基
準
に
基
づ

き
、
実
施
責
任
の
あ
る
市
町
村
事
業
と

す
る
こ
と
等
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
同

連
絡
協
議
会
で
は
、
調
査
結
果
を
踏
ま

え
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
や
児
童

福
祉
法
の
改
定
の
議
論
と
併
せ
て
、
公

的
責
任
に
お
け
る
学
童
保
育
の
抜
本
的

拡
充
を
求
め
て
い
ま
す
。

◆ 

全
国
学
童
保
育
連
絡
協
議
会

　
☎ 

03
―
３
８
１
３
―
０
４
７
７

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

2013年3月29日～4月25日

急
が
れ
る
学
童
保
育
の
拡
充

京浜警備保障株式会社

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

岡 本 誠 一 郎代表取締役社長

一般家庭から大型ビルまで
最新のエレクトロ技術によ
り安心と安全を提供します。
防犯カメラや新型ＡＥＤも
取扱っております。

●「貧困の連鎖」を防ぐための新法を
　厚労省は、生活保護世帯で育った子どもが成
人後に自らも生活保護受給者となる「貧困の連
鎖」を防ぐため、学習支援策を強化する方針を
示した。対象学年の拡大を自治体に呼び掛ける
ほか、生活困窮者を支援するための新法として、
今国会で提出を目指す法案にも学習支援策を盛
り込み、制度化を目指す。【関連記事８・９面】

●災害時要援護者支援　見直しへ
　総務省は４月９日、災害時の高齢者の避難支
援対策の見直しを求める行政評価・監査結果を
まとめ、要援護者の名簿作成や関係者への情報
提供が不十分だと指摘した。
　内閣府では、要援護者名簿の作成を市町村に
義務づける法案を提出する方針を固めている。
【関連記事６面】

●認知症予防に向けた相談支援を研究
　４月12日、全社協は「地域包括支援センター
や在宅介護支援センターにおける認知症の人に
対する相談支援の手法に関する調査研究事業」
報告書を公表した。認知症を発症する前の軽度
認知機能障害（MCI）と呼ばれる状態から早期
に対応していくことにより、効果的な支援を行
うことがねらい。

◆全社協の調査・研究報告,統計情報ページ
URL  http://www.shakyo.or.jp/research/ 

 20130412_roujin.html



❖ 「死んでもここにいるって誓ったんです」
　映画『逃げ遅れる人々』は、福
島県を中心に、被災した障害のあ
る人々と関係者の証言をまとめた
作品です。
　映画の中で、避難所に一度避難
したにも関わらず、自宅へと戻っ
た方々は、次のように語ります。
「（避難所には）行きたくない。障
害者って冷たい目で見られるの。悔しい思いをしまし
た。泣けました。物資だってくれませんでした」

❖ 盲ろう者に大津波警報は届いたのか？
　映画『生命（いのち）のことづけ』は、障害のある
人の死亡率が住民全体の２倍以上であるとの調査結果
を踏まえて、震災当時の状況を当事者や家族、関係者
たちが語っていきます。ナビゲーター役は、東日本大
震災で被災した盲ろう者の早坂洋子さんです。

　命を分けた要因の一つは、「情報」だったのかもし
れません。この映画は、情報保障の観点から、字幕・
音声解説・手話が常に見える・聞こえるかたちで制作
されており、講演会等で使いやすいよう、40分弱の内
容でまとめられていることも特徴です。

❖ 地域に向けた当事者団体からの発信
　被災の経験を生かしていこうと、
本年２月、(一財)全日本ろうあ連盟
は『手話で防災』を出版しています。
　災害が起きたとき、不安そうに周
囲をうかがう人がいたら、聴覚障害
のある人かもしれません。声を掛け
てください。手話が分からないとき
は、携帯電話に文字を打って話し掛けてみましょう。

❖ 命を諦めないために
　障害のある人たちの「あの日の現実」は、ほとんど
知られていません。当事者団体などの取り組みが進ん
できていますが、周囲の皆さんの協力が必要なことも
あります。映画や書籍を通して、より多くの人たちに
知ってもらい、一緒に考えてもらいたいと思います。
　早坂さんは映画の最後を、次のような言葉で締めく
くっています。
「障害があるからといって、決して命を諦めたくない」

「盲ろう者の仲間が
津波で命を落としま
した。彼に大津波警
報は届いていたので
しょうか？」
（早坂さん）

■『逃げ遅れる人々』　DVD74分 3,000円（税込）
東北関東大震災障害者救援本部
☎042-631-6620　FAX042-660-7746

■『生命のことづけ』　ブルーレイディスク37分
10,000円（上映権付・税込）
日本障害フォーラム（JDF）事務局
☎03-5292-7628　FAX03-5292-7630

■『手話で防災』
Ａ５判・54ページ　525円（税込）

（一財）全日本ろうあ連盟
☎03-3268-8847　FAX03-3267-3445

インフォメーション

講演会等での上映
については、各団
体にお問い合わせ
ください
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障害者が経験した東日本大震災の記憶
～仲間たちの叫びを聞いてください～

　あの日、被災地の障害者が直面した過酷な現実
を皆さんは知っていますか？
　東日本大震災から２年。震災当時の状況を克明
に描いたドキュメンタリー映画が制作されるな
ど、これまで断片的にしか取り上げられてこな
かった障害のある人たちの被災体験を広く伝え、
防災への理解と協力を求めていこうと、仲間たち
が声を上げています。

❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ 

今月は ⇨ （N）神奈川県障害者
自立生活支援センター　がお伝えします!

　通称KILC（キルク）。1997年４月設立。障害者の自立生
活を目指してピアカウンセリング（障害者による相談事業）
や各種情報提供、障害者施策の研究・提言など障害当事者
の目線で共生社会の実現を目指した活動を展開。現在、厚木・
平塚２カ所を拠点に活動中。
＜連絡先＞〔法人本部〕厚木市愛甲１-７-６
　　　　  ☎046-247-7503　 FAX046-247-7508
　　　　　URL　http://www.ki lc.org
　　　　　E-mail　info@kilc.org　
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　福祉最前線
̶現場レポート̶

◎ このコーナーでは県内各地の福祉関連の当事者・職能団体
等の方々から日ごろの取り組みをご寄稿いただきます。

　先日、ある方から、「『子どもの権利委員会』というの
は、少年非行についても扱っているのですね。驚きまし
た」と言われました。この方は、子どもの「権利」とい
うほどだから虐待やいじめで苦しんでいる子どもたちの
ために活動するというのは分かるけれども、少年非行は
加害者側だからピンと来なかった、と驚いていたのです。
　確かに、目の前の事件だけをみれば、それは窃盗事件・
傷害事件・恐喝事件等であって、少年たちは、被害者に
被害を与えてしまった加害者です。
　しかし、少年のための弁護士を意味する「付添人」と
して子どもたちに寄り添ってみると、両親の不和や友人
関係などに悩み、また虐待やいじめ、障害に苦しんでい
るなど、実にさまざまな背景があることが分かります。
　これらは、決して子どもたちの望んだものではないは
ずです。子どもたちは、言葉にならないところで悩み苦
しんでいる「被害者」でもあるのです。そして虐待やい
じめと少年非行には密接な関係があって、子どもたちの
悩みや苦しみが非行という形で現れたものが、少年非行

なのです。
　私たちは、このような子どもたちのために、非行の原
因を探求し、これを極力除去して、子どもたちが二度と
非行を犯すことがないように尽力しています。同時に、
被害者の方の被害回復にも努めています。
　国費で付添人が付く「国選付添人制度」の対象事件は、
現在は一定の重大事件に限定されています。しかし、子
どもたちに寄り添う必要性は、本来、事件の大小とは関
係がないはずです。そのため、私たちはその拡大を目指
し運動を重ねてきましたが、この実現などを内容とする
少年法の改正が、ようやく具体的な政治日程に上りつつ
あります。法制審議会から法務大臣に答申された少年法
改正案の要綱骨子には、いくつか問題点もありますが、
国選付添人制度の対象事件の拡大が盛り込まれたこと
は、非常に大きな成果です。
　私たちは、今後も、一人でも多くの子どもが笑って暮
らせるよう努めてまいりますので、ご理解とご支援・ご
協力をお願いいたします。

非行少年の支援の現状と課題

　県内に法律事務所を持つ弁護士全員が加入
する「横浜弁護士会」の内部組織で、少年事
件・児童虐待・学校教育その他子どもの権利
に関わる問題を広く扱う。付添人拡充部会は、
少年事件関係を扱う下部組織。
〈連絡先〉☎045-211-7707(代) FAX 045-212-2888 
         URL http://www.yokoben.or.jp/

横浜弁護士会 子どもの権利委員会
　付添人拡充部会長　庄司 宗弘



◆「子どもの健全育成プログラム策定推進
モデル事業」の取り組みについて
県保健福祉局生活援護課生活保護グループ
☎045-210-4912
URL http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f152
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教
員
補
助
と
し
て
働
い
て
い
た
経
験
を
き
っ
か
け

に
、「
子
ど
も
支
援
員
」
が
配
置
さ
れ
た
平
成
22
年

度
か
ら
、
生
活
保
護
世
帯
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
か
ら
「
神
奈
川
県
版
子
ど

も
の
健
全
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
な
ど
が
作
成
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
当
初
は
手
探
り
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

私
自
身
、
行
政
機
関
で
働
く
こ
と
、
福
祉
の
現
場
に

立
つ
こ
と
も
初
め
て
の
経
験
で
、
戸
惑
う
こ
と
も
多

か
っ
た
で
す
。
た
だ
、
だ
か
ら
こ
そ
現
場
に
必
要
な

こ
と
を
自
分
た
ち
で
考
え
、
話
し
合
い
な
が
ら
支
援

体
制
を
つ
く
っ
て
こ
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
の
勤
め
る
厚
木
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
「
顔
の

見
え
る
連
携
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
」
と
い
う
意
識
が

と
て
も
強
い
と
感
じ
ま
す
。
生
活
保
護
の
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
は
世
帯
主
へ
の
関
わ
り
が
中
心
で
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
課
題
が
見
え
て
い
て
も
、
積
極
的
に

関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
「
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
で
き
な
い
か
ら
子

ど
も
支
援
員
に
任
せ
る
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
を
中
心
に
、
世
帯
全
体
へ
の
支
援

の
質
を
上
げ
て
い
こ
う
と
、
背
中
を
押
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。

お
互
い
に
補
い
合
う
こ
と
で

地
域
の
連
携
を
つ
く
る

　

厚
木
保
健
福
祉
事
務
所
の
所
管
す
る
愛
甲
郡
愛
川

町
と
清
川
村
に
は
、
子
ど
も
の
い
る
生
活
保
護
世
帯

が
54
あ
り
、
１
０
５
人
の
子
ど
も
た
ち
が
生
活
し
て

い
ま
す
。
母
子
世
帯
は
50
世
帯
、
外
国
と
の
つ
な
が

り
の
あ
る
家
庭
が
16
世
帯
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
支
援
員
は
、
少
な
く
と
も
年
に
一
回
、
子

ど
も
た
ち
全
員
と
会
い
ま
す
。
関
係
機
関
の
皆
さ
ん

は
、
子
ど
も
や
親
か
ら
の
相
談
を
糸
口
に
か
か
わ
っ

て
い
き
ま
す
が
、
私
た
ち
は
こ
ち
ら
か
ら
家
庭
に

入
っ
て
行
き
や
す
い
、
一
歩
目
の
か
か
わ
り
を
つ
く

り
や
す
い
立
場
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

町
村
役
場
や
教
育
委
員
会
、
児
童
相
談
所
、
学
校
、

主
任
児
童
委
員
等
の
関
係
機
関
と
連
携
に
つ
い
て

は
、
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
の
ピ
ー
ス
の
よ
う
に
、
お
互

い
の
凸
凹
を
理
解
し
、
補
い
合
い
な
が
ら
つ
な
が
っ

て
い
く
。そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
地
域
の
連
携
を
つ
く
る
た
め
に
大
切
な
こ

と
が
、
親
子
が
ど
ん
な
こ
と
に
困
っ
て
い
る
の
か
、

そ
こ
で
の
臨
場
感
を
関
係
者
で
共
有
し
て
い
く
こ
と

で
す
。「
こ
う
い
う
動
き
を
と
る
た
め
に
こ
ん
な
対

応
を
し
て
も
ら
え
な
い
か
」「
こ
う
い
う
動
き
を
し

て
く
れ
た
こ
と
で
助
か
っ
た
」
な
ど
、
具
体
的
に
経

子どもたちに夢と希望を叶える力を
～「生活保護・子ども支援員」による伴走型支援の視点～

　厳しい経済・雇用情勢の長期化により、生活保護世帯が増加する中、子どもへの「貧困の連鎖」
について社会的関心が高まっています。神奈川県では、生活保護世帯の子どもたちが健全に育成
される環境づくりに向けて、県所管の保健福祉事務所に、子どもや親に直接的・継続的にかかわ
る「生活保護・子ども支援員」（以下、「子ども支援員」）を配置しています。そこで今回は、子ども
支援員のマイラーズ友美さんに、生活困窮を取り巻く親子支援の視点についてお話を伺いました。

いま、そこにある貧困の現実 2
連 載

積
み
上
げ
て
き
た

子
ど
も
支
援
員
と
し
て
の
視
点

「誕生日に歌のメッセージを残したこともある
んです。子どもと一緒に笑えそうでしょ」とマイ
ラーズさん。会話のきっかけを常に探っています
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過
を
共
有
し
て
い
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

家
庭
の
小
さ
な
変
化
に
気
づ
き

声
を
掛
け
ら
れ
る
よ
う
な
関
わ
り
を

　

あ
る
世
帯
に
関
わ
っ
て
い
た
時
、初
め
関
係
者
は
、

た
と
え
ば
、
ゴ
ミ
に
囲
ま
れ
た
部
屋
を
何
と
か
片
付

け
さ
せ
よ
う
と
躍
起
に
な
り
が
ち
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
協
議
を
し
た
際
に
「
で

き
な
い
こ
と
に
目
を
向
け
る
よ
り
も
、
で
き
て
い
る

こ
と
を
見
つ
け
て
褒
め
る
こ
と
が
大
事
」
と
精
神
科

医
の
先
生
に
言
わ
れ
た
ん
で
す
。
自
分
で
は
な
か
な

か
上
手
く
で
き
な
い
こ
と
を
、
人
か
ら
「
で
き
て
い

な
い
」
と
言
わ
れ
る
の
は
と
て
も
つ
ら
い
。
考
え
て

み
れ
ば
当
然
の
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
か
ら
関
わ
り
方
を
変
え
て
い
こ
う
と
思
っ
た

の
で
す
が
、
頭
で
は
分
か
っ
て
い
て
も
な
か
な
か
上

手
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
子
ど
も
が
無
意

識
の
う
ち
に
行
っ
て
い
る
こ
と
、
小
さ
な
こ
と
に
も

目
を
向
け
て
、「
あ
い
さ
つ
を
返
し
て
く
れ
る
と
気

持
ち
が
い
い
ね
」「
家
の
こ
と
を
手
伝
っ
て
く
れ
て
、

お
母
さ
ん
は
と
て
も
助
か
っ
て
い
る
と
思
う
よ
」
な

ど
、
声
を
掛
け
て
い
き
ま
し
た
。
そ
う
す
る
う
ち
に

「
自
分
は
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
て
い
る
ん
だ
」
と
、

子
ど
も
の
気
持
ち
も
変
わ
っ
て
き
た
ん
で
す
。

　

そ
う
し
た
子
ど
も
の
変
化
は
、
不
思
議
と
親
に
も

伝
わ
る
も
の
で
、「
ど
う
や
っ
て
子
ど
も
と
接
し
て

い
け
ば
良
い
か
分
か
ら
な
い
」
と
悩
み
を
抱
え
る
親

に
と
っ
て
、
私
と
話
を
す
る
子
ど
も
の
姿
は
新
鮮
に

映
る
よ
う
で
す
。
親
た
ち
の
中
に
は
、
自
身
が
虐
待

を
受
け
た
経
験
か
ら
心
に
傷
を
持
つ
方
た
ち
も
い
ま

す
。
学
習
支
援
の
場
で
大
学
生
の
お
兄
さ
ん
・
お
姉

さ
ん
世
代
と
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
・

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
世
代
の
主
任
児
童
委
員
さ
ん
と
の
出

会
い
が
あ
っ
た
り
、
家
庭
か
ら
一
歩
外
に
出
た
子
ど

も
た
ち
の
変
化
に
、
親
た
ち
も
敏
感
に
反
応
し
て
い

ま
す
。
勉
強
す
る
子
ど
も
の
た
め
に
早
起
き
し
て
お

弁
当
を
作
り
始
め
た
り
、
子
ど
も
の
就
職
を
き
っ
か

け
に
親
も
働
き
始
め
た
家
庭
が
あ
っ
た
り
、
こ
ち
ら

が
思
い
も
し
な
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
変
わ
っ
て
い
く
親

子
の
姿
を
見
て
き
ま
し
た
。

　
「
こ
の
前
に
話
し
て
い
た
○
○
は
ど
う
な
っ
た
？
」

と
つ
な
が
り
の
あ
る
声
掛
け
が
で
き
る
、
少
し
ず
つ

変
わ
り
始
め
た
家
庭
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
地

域
の
中
で
、
そ
ん
な
継
続
的
な
か
か
わ
り
を
も
つ
こ

と
が
大
事
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に

将
来
を
切
り
拓
く
力
を
つ
け
て
ほ
し
い

　

ど
う
し
た
ら
夢
や
目
標
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
の

か
。
ど
ん
な
風
に
未
来
を
描
い
た
ら
よ
い
か
。
将
来

に
可
能
性
を
感
じ
ら
れ
ず
、「
な
ん
と
な
く
」
過
ご

し
て
い
る
う
ち
に
年
齢
を
重
ね
、
大
人
と
呼
ば
れ
る

年
齢
に
達
し
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
子
ど
も
と
出
会
う

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
は
決
し
て
、
子
ど
も
だ
け
の
責
任
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
働
く
こ
と
が

難
し
い
親
の
も
と
で
育
ち
、
学
校
と
家
庭
を
行
き
来

す
る
子
ど
も
た
ち
の
多
く
は
、
親
せ
き
付
き
合
い
や

近
所
付
き
合
い
も
少
な
く
、
働
く
世
代
と
つ
な
が
る

機
会
を
持
て
ず
に
い
ま
す
。「
世
の
中
は
不
況
だ
」

と
聞
か
せ
続
け
た
社
会
に
も
、
将
来
を
描
き
づ
ら
く

な
っ
た
原
因
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
は
と
て
も
素
直
に
、
純
粋
に
大
人
を
見
つ

め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
子
ど
も
た
ち
が
心
の

奥
底
で
求
め
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
な

か
な
か
相
手
に
通
じ
に
く
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
そ
ん
な
と
き
大
人
が
先
に
身
を
引
い
て
し
ま
え

ば
、
子
ど
も
も
一
歩
下
が
っ
て
会
話
を
止
め
て
し
ま

い
ま
す
。
何
度
と
な
く
ア
プ
ロ
ー
チ
を
続
け
て
い
る

と
、子
ど
も
の
拒
み
が
ほ
ぐ
れ
る
瞬
間
が
あ
り
ま
す
。

時
間
を
か
け
る
こ
と
、
必
要
な
手
間
を
か
け
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
る
瞬
間
で
も
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
自
身
が
生
き
て
い
く
力
を
つ
け
る
こ

と
。
学
力
だ
け
で
な
く
、
将
来
を
考
え
る
力
、
生
き

る
こ
と
を
楽
し
む
力
、
未
来
を
切
り
拓
く
力
を
身
に

つ
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
５
年
先
、
10

年
先
を
見
据
え
た
関
わ
り
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

今
す
ぐ
に
具
体
的
な
結
果
が
出
な
く
て
当
た
り
前
。

子
ど
も
た
ち
が
振
り
返
っ
た
と
き
、
何
か
心
に
残
る

よ
う
に
。
考
え
た
り
感
じ
た
り
、
時
に
は
失
敗
し
な

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
力
を
つ
け
て
い
く
時
間

に
寄
り
添
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

いま、そこにある貧困の現実 2
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク

（
以
下
、「
Ｃ
Ｗ
」）
と
は
、

住
民
自
身
に
よ
る
地
域
の

生
活
ニ
ー
ズ
や
課
題
へ
の

気
づ
き
、
行
動
の
促
進
を

側
面
的
に
支
援
し
、
地
域

の
問
題
発
見
・
解
決
力
を

高
め
、
支
え
合
い
の
関
係
を
構
築
し
て
い

く
援
助
で
す
。「
地
域
福
祉
の
推
進
」
を

使
命
と
す
る
市
町
村
社
協
に
は
、
そ
の
実

践
の
中
心
的
役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
本
会
市
町
村
社
協
部
会
で
は
、
Ｃ
Ｗ
実

践
を
重
点
事
業
と
し
て
い
ま
す
。
家
族
や

地
域
の
人
間
関
係
の
希
薄
化
を
背
景
に
、

潜
在
化
・
複
雑
化
し
が
ち
な
生
活
問
題
へ

の
対
応
の
た
め
、
日
常
生
活
圏
域
で
の
資

源
の
充
実・連
携
強
化
の
重
要
性
は
増
し
、

住
民
の
支
え
合
い
活
動
の
推
進
、
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
資
源
と
専
門
的
支
援
と
の
調

整
な
ど
、
社
協
の
組
織
一
体
と
な
っ
た
Ｃ

Ｗ
実
践
力
が
一
層
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
実
践
に
向
け
た
課
題
と
方
策
を
検

討
す
べ
く
、部
会
で
は
、平
成
23
年
度
末
、

社
協
職
員
と
専
門
家
か
ら
な
る
「
社
協
に

よ
る
Ｃ
Ｗ
実
践
の
た
め
の
検
討
会
」
を
設

置
し
ま
し
た
。
特
に
、
住
民
主
体
の
活
動

推
進
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
、
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク「
住
民
と
協
働
し
た
地
域
診
断
」

に
実
験
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
こ
の
検

討
会
の
大
き
な
特
徴
で
す
。

　
約
１
年
間
の
検
討
を
踏
ま
え
、
本
年
３

月
、
社
協
が
克
服
す
べ
き
課
題
を
示
し
た

「
社
協
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
実

践
に
向
け
た
提
案
集
」を
ま
と
め
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
援
助
職
と
し
て
の
意
識
向

上
・
専
門
性
発
揮
・
組
織
連
携
体
制
強
化

な
ど
、
社
協
関
係
者
の
役
割
発
揮
に
向
け

た
考
え
方
や
方
策
等
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
提
案
の
実
践
こ
そ
が
今
後
の
取
り
組
み

課
題
で
す
。
部
会
で
は
、
今
回
の
提
案
に

基
づ
き
、
市
町
村
・
県
社
協
の
協
働
し
た

取
り
組
み
を
展
開
し
、
モ
デ
ル
的
実
践
と

普
及
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

⒈   職員一人ひとりが、地域を基盤と
したソーシャルワークの基本を理
解し意識を深める

⒉   主に、地域担当職員が、住民主体
の活動づくりを計画的に進めるた
めの手法を習得する

⒊   主に、マネジャー・リーダー層が、
組織的な知の創造・蓄積・共有を
図っていく

社協によるコミュニティワーク
実践に向けた提案

※ この提案集は、本会ホームページ（http://www.
knsyk.jp）に掲載しています

☎
045
―
312
―
４
８
１
５

 

（
地
域
福
祉
推
進
担
当
）

県社協の
ひ ろ ばひ ろ ば

県社協の

　
本
会
で
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
生

活
の
質
の
向
上
に
向
け
、
福
祉
従
事
者
の

研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
県
内
の
福
祉
施
設
・
事
業

所
に
依
頼
し
ま
し
た
「
階
層
別
研
修
の
見

直
し
に
向
け
た
実
態
調
査
」
の
集
計
・
分

析
を
行
い
、
現
場
で
求
め
ら
れ
て
い
る
職

務
能
力
を
導
き
、
そ
の
向
上
に
必
要
な
研

修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
討
を
具
体
的
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
研
修
は
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
柔
軟
に

開
催
し
て
い
き
ま
す
が
、
現
在
予
定
し
て

い
る
研
修
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
詳
細

の
ご
案
内
は
各
法
人
へ
の
郵
送
の
ほ
か
、

ご
希
望
が
あ
れ
ば
メ
ー
ル
で
も
ご
案
内

し
ま
す
。
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
/knsyk.jp

）
で
も
随
時
最
新
情
報

を
掲
載
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

☎
045
―
311
―
１
４
２
９

（
福
祉
人
材
研
修・介
護
支
援
専
門
員
支
援
担
当
）

社
協
の
組
織
一
体
と
な
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク

　
〜「
提
案
集
」の
作
成
、そ
し
て
今
後
の
実
践
を
図
り
ま
す

平
成
25
年
度
福
祉
従
事
者
研
修
の
ご
案
内

区分 研 修 名 対　象 時　期

階
層
別
研
修

新任職員研修 新規採用者 ５月～８月（2日間コース）
中堅職員研修 中堅職員 ７月～９月（2日間コース）
指導的職員研修 指導的職員・リーダー ７月～12月（2日間コース）
マネジャー研修 管理職 ７月、10月、２月（各１日）
トップセミナー 経営者、管理者 未定

課
題
別
研
修

接遇・マナー研修 新任職員 実施済
接遇リーダー研修 中堅職員（新任指導者向け） 12月
組織マネジメントにおける「接遇」研
修（仮） 指導的職員・リーダー・マネジャー 12月～２月（２日間コース）

コーチング研修 指導的職員・リーダー ２月～３月（2日間コース）
スキル基本研修（介護系） 新任介護職員 ６月～７月（3日間コース）
スキル向上研修（介護系） 中堅介護職員 10月～11月（３日間コース）
スキル基本研修（相談系） 新任相談職員 ８月～10月（３日間コース）
スキル向上研修（相談系） 中堅相談職員 １月～２月（２日間コース）
対人援助技術研修 対人援助を担う指導的職員 ２月～３月（３日間コース）
社会福祉法人会計簿記研修
（入門～上級、試験対策講座） 会計業務担当者 ６月～11月（試験対策講座

以外は２日間コース）

組
織
内
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
研
修

人事労務管理担当者研修（基礎編） 人事労務管理担当者の初任者 5月
人事労務管理担当者研修（応用編） 人事労務管理担当者 1月

スーパーバイザー研修 職場内での業務管理・指導を
担う方 ７月～10月（４日間コース）

職場内研修担当者研修 職場内研修担当者 ９月～11月（４日間コース）

サービス提供責任者初任者研修 サービス提供責任者で初任者、
採用予定の方 ２月（２日間コース）

サービス提供責任者現任者研修 サービス提供責任者で２年以
上程度の経験がある方 10月～11月（４日間コース）

資
格
取
得

支
　
　
援

介護支援専門員（ケアマネジャー）実
務研修受講試験模擬試験 試験受験予定者 ８月

介護福祉士国家試験模擬試験 試験受験予定者 12月

平成25年度 研修実施予定一覧

※実施時期は予告なく変更することもあります。あらかじめご了承ください
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－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei .co.jp
URL http://www.yasue-sekk ei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

子どもセンターてんぽシンポ
ジウムのご案内
◇ テーマ＝子どもの自立に寄り添って
◇ 日時＝５月25日（土）午後１時30分
～４時30分（午後１時開場）
◇場所＝相模原市立あじさい会館
◇対象＝関心のある方
◇定員＝350人（先着順）
　※直接会場にお越しください
◇問合先
　（N）子どもセンターてんぽ事務局
　☎045-473-1959  FAX045-477-5822
　 URL http ://www.tempo-
kanagawa.org/

てんかん市民講座のご案内
◇ テーマ＝子どものてんかん～てん
かん医療・福祉に関わった半世紀
から（講師：熊谷公明医師）
◇ 日時＝６月16日（日）午後１時30分
～午後４時15分
◇場所＝横浜ラポール 大会議室
◇対象＝関心のある方
◇定員＝50人（事前申込制）
◇参加費＝1,000円
　※てんかん協会会員は無料
◇ 問合先＝（社）日本てんかん協会神
奈川県支部
　☎045-475-2360  FAX045-548-4836
　 E-mail naminokai@hamashinren. 
or.jp
　 URL http://www005.upp.so-net.
ne.jp/nami/

日本ケアレク研修大会2013
（横浜会場）のご案内
◇ テーマ＝生活力を高めるレクリ
エーションのヒント
◇ 日時＝６月30日（日）午前10時～午

後５時
◇場所＝ウィリング横浜
◇ 対象＝医療機関、福祉施設・事業
所等の職員、その他関心のある方

◇定員＝150人（事前申込制）
◇参加費＝10,000円
◇ 問合先＝日本通所ケア研究会 福
山認知症ケア研究会事務局

　☎084-971-6686  FAX084-948-0641
　 URL http://www.tsuusho.com/
care_rec/2013/

第45回全国保育団体合同研究
集会in神奈川のご案内
◇ テーマ＝輝け！子どものいのちと
笑顔 語りあおう保育・子育ての
未来を

◇日時＝８月10日（土）～12日（月）
◇ 場所＝横浜アリーナ（全体会）、青
山学院大学相模原キャンパス・パ
シフィコ横浜・横浜アリーナ（各
種講座、シンポジウム、分科会等）

◇ 対象＝保育関係職員、教職員、学
生、保護者、その他関心のある方

◇ 定員＝15,000人（事前申込制）
◇ 参加費＝1日券3,500円､ 
3日券9,500円　※学生割引あり

◇申込締切＝７月26日（金）
◇問合先＝神奈川県保育問題協議会
　☎045-620-0492  FAX045-620-0493
　 URL http://www.hoiku-zenhoren. 
org/gouken/index.html

寄附金品ありがとうございました
【一般寄附金】広瀬公子
【交通遺児援護基金】(株)NTT東日本
-神奈川、NTT東日本神奈川社会貢
献活動推進協議会、(社)神奈川県指
定自動車教習所協会、大正琴サーク
ル湖陽会

【子ども福祉基金】(株)NTT東日本-神
奈川、NTT東日本神奈川社会貢献活
動推進協議会、結城純、佐藤和成
【ともしび基金】(株)NTT東日本-神
奈川、NTT東日本神奈川社会貢献活
動推進協議会、JAさがみ小出支店、
ともしびショップ金沢文庫、ともし
びショップ喫茶よこすか、大正琴
サークル湖陽会、横須賀市社会福祉
協議会 （合計3,399,241円）
【寄附物品】梅田千代子、神奈川県定
年問題研究会、日本シャクリー(株)
 （いずれも順不同、敬称略）

（株）NTT東日本-神奈川・NTT東日本神奈川
社会貢献活動推進協議会より、交通遺児援護
基金・子ども福祉基金・ともしび基金へご寄
附いただき、小畑哲哉代表取締役社長（右）と
渡辺茂一社員代表（左）へ感謝状を贈呈

【問合先】本会地域福祉推進担当
☎045-312-4813　℻045-312-6307
URL http://www.knsyk.jp/tomosibi

　「ともに生きる福祉社会づくり」を
目指すともしび運動の一環として取
り組まれる地域福祉活動（当事者活
動やボランティア活動）を応援します。

地域福祉（ともしび）推進助成金
申請受付中！

◆助成限度額
① 当事者エンパワメント地域展開
事業（30万円）

② 地域福祉ニーズ（課題）対応事業
（60万円）
◆申請期限
平成25年７月末日
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「
先
輩
職
員
に『
こ
う
い
う
と
こ
ろ
が

う
ま
く
で
き
な
い
』と
相
談
す
る
と
、

『
こ
う
し
て
み
た
ら
』と
す
ぐ
に
声
を
掛

け
て
も
ら
え
る
。
ど
う
や
っ
て
動
い
て

い
け
ば
良
い
か
考
え
や
す
い
し
、
や
り

が
い
の
あ
る
職
場
だ
と
感
じ
ま
し
た
」

　
今
月
の
表
紙
で
お
話
を
伺
っ
た
熊
谷

さ
ん
は
、
就
職
前
に「
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム 

レ
ス
ト
フ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」で

行
っ
た
３
日
間
の
職
場
体
験
を
そ
う
振

り
返
り
ま
す
。

　
「
福
祉
の
勉
強
を
し
て
き
た
人
、
有
資

格
者
・
経
験
者
だ
け
で
は
な
く
、
利
用

者
の
皆
さ
ん
と
向
き
合
う
気
持
ち
が
あ

る
方
を
積
極
的
に
採
用
し
て
い
き
た
い
。

熊
谷
さ
ん
も
そ
ん
な
人
材
の
ひ
と
り
」

と
事
務
長
の
川
島
正
明
さ
ん
。
日
々
の

生
活
の
場
づ
く
り
を
楽
し
む
こ
と
の
で

き
る
感
性
が
大
切
で
あ
り
、
実
際
に
体

験
し
て
み
な
い
と
適
性
に
気
づ
か
な
い

こ
と
も
少
な
く
な
い
と
話
し
ま
す
。

　
「
レ
ス
ト
フ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」は
緑
に

囲
ま
れ
た
景
観
の
よ
い
福
祉
施
設
で
す

が
、
利
用
で
き
る
公
共
交
通
機
関
も
限

ら
れ
て
お
り
、
従
前
か
ら
人
材
確
保
の

難
し
さ
に
悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
人
口
が
減
り
、子
ど
も
の
数
が
減
り
、

支
援
を
必
要
と
す
る
人
が
増
え
て
い
く

中
で
、
よ
り
良
い
介
護
を
行
っ
て

い
く
た
め
に
、
現
場
か
ら
ど
の
よ

う
な
発
信
を
し
て
い
く
べ
き
か
。

松
田
町
に
唯
一
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
と
し
て
、施
設
で
は
、小・

中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
町
社
協

を
通
じ
た
高
校
生
の
職
場
体
験
、

ま
た
熊
谷
さ
ん
の
よ
う
に
福
祉
職

場
の
経
験
の
な
い
方
た
ち
の
就
労

体
験
の
受
け
入
れ
を
積
極
的
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
人
手
不
足
に
加
え
て
多
忙
な
職
場

を
見
て
、
働
き
た
い
と
思
う
人
は
な
か

な
か
い
な
い
。
職
員
数
を
簡
単
に
増
や

せ
る
ほ
ど
経
営
に
余
裕
が
あ
る
わ
け
で

も
な
く
、
人
数
が
そ
ろ
え
ば
い
い
と
い

う
こ
と
で
も
な
い
。
一
施
設
で
は
ど
う

に
も
で
き
な
い
ジ
レ
ン
マ
は
常
に
あ

る
。
こ
の
ま
ち
の
福
祉
を
よ
く
し
て
い

く
た
め
に
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。
少
し

で
も
関
心
の
あ
る
人
た
ち
が
介
護
の
仕

事
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
場
を
つ
く
り
、

種
を
ま
い
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
」

　
や
が
て
誰
も
が
老
い
て
い
く
。
そ
う

し
た
現
実
を
踏
ま
え
た
、
こ
の
ま
ち
の

未
来
を
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
く
の
か
。

一
施
設
の
実
践
が
問
い
か
け
て
い
ま
す
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

誰
も
が
老
い
て
い
く
と
い
う
こ
と

 
こ
の
ま
ち
の
未
来
を
見
据
え
た
施
設
づ
く
り

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
レ
ス
ト
フ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ（
足
柄
上
郡
松
田
町
）

介護の資格・湘南国際アカデミー
6月開講‼介護職員実務者研修 スタート‼ 詳しくは、藤沢本校までお気軽にご相談ください♪

※お問い合わせの際には、福祉タイムズを見たとお伝えください。

初任者研修や実務者研修も助成金対象講座で受講。※条件あり

湘南国際アカデミー
藤沢本校 藤沢市藤沢38-2F
 TEL：0120-961-190
二俣川校 横浜市旭区二俣川1-46-15 森山セブンビル2F
　　　　　TEL：0120-557-729
横須賀校 横須賀市大滝町2-15-1
　　　　　横須賀東相ビル5階B号室
　　　　　TEL：0120-961-190

実務者研修： 42,000円（介護職員基礎研修修了者）
 　 109,800円（ヘルパー1級修了者）
 　 156,000円（ヘルパー2級修了者・初任者研修、無資格の経験者）
 　 195,000円（上記以外 未経験者等）
 　※上記の金額は消費税・教科書代が含まれた金額です。

ズバッ‼と一括料金キャンペーン
下記の金額から各講座下記の金額から各講座5千円～3万円割引！！5千円～3万円割引！！

無料説明会実施中‼
参加者には参加特典あり‼今すぐお電話

12ご意見・ご感想をお待ちしています！

リビングからは、透き通っ
た川と緑の景観を楽しめる
（上）／「働きたいという思
いを大切に採用を積極的に
考えていきたい」と川島さ
ん（右）

◆（福）宝珠会
　特別養護老人ホーム レストフルヴィレッジ
　足柄上郡松田町寄3090－１
　☎0465-88-2910　FAX0465-88-2940
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